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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 13,000
市場単価 B 209
単位 Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 2,717,945
補填金等 D  
副産物・作業受託料等 E  
計 F：C＋D+E 2,717,945
（販売経費差引） G：F-R 2,031,933
手取単価 G／A 156

種苗費 182,600
肥料費 50,353
素畜・種付費  
飼料費  
農業薬剤・診療衛生費 49,082
動力光熱費 363,141
諸材料費 ・敷料費 113,112
小農具費・作業衣料費 2,587
賃借料・料金  
物件税 ・公課諸負担 10,761
保険共済費 37,043
土地改良・水利費 9,100
修繕費 126,815
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) H 461,094
生産管理費 5,000
物財費計 1,410,687
労働費 I 1,181,250
費用計 J 2,591,937
副産物価額差引生産費 K:J-E 2,591,937
支払利子 L 53,291
支払地代 M  

N:K+L+M 2,645,229
自己資本利子 O 10,654
自作地地代 P 10,000

Q:N+O+P 2,665,883
選果出荷経費 166,400
運賃 195,000
手数料 324,612
計 R 686,012

384,224

76,870
　大動物  

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 1,126,875
　雇用労働費 U*臨時1,250円／時 54,375
　労働費計 I 1,181,250
　家族労働時間 T 902
　雇用労働時間 U 44
　労働時間計 V 945

W：N－S+R+E 2,204,366
X：F－W 513,580

X/G 25
X/T*8時間 4,558
Y:X-O-P 492,925

Y/T*8時間 4,374
Q/A 205

(Q+R)/A 258
V 945

　建物・施設 749,251
　農機具 153,740
　大動物 0
　合計 902,991

農業粗収益

農業経営費（販売経費を含む）

農業所得

［費用］

［経営成果］

　農機具(50%償却済)

労働費内訳

労働時間

家族労働報酬

１日当たり農業所得

１日当たり家族労働報酬

単位当たり全算入生産費

単位当たり生産販売費

農業所得率

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

きゅうり半促成

物

財

費費

用

支払利子･支払地代算入生産費

項　目　／　品目名

主産物

販売金額

農業総収入

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

減価償却

内訳

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

［減価償却費内訳］

［労働費及び労働時間内訳］

労働時間

内訳

減価償却

内訳

H

全算入生産費

販売経費
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１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積 水田

畑

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐用

年数

年 千円

1 1 24

1 1 24

1 1 7

1 1 7

1 1 7

1 1 4

作業及び収納舎 軽量鉄骨　60㎡ 5,671 236

7,561

想定した品目　 きゅうり夏秋

3,345計 310

軽トラック 1,324 166

可搬式 184 13

6．2ＰＳ 278 20

315

農機具倉庫 軽量鉄骨　20㎡ 1,890 79

20PS 1,560 111

計

525

年 間

償却額

1,531 １人当たり年間労働時間

千円

種類・規模 型式・構造・能力

1,502

取得価格

経営目標 農業経営費

農業所得

11,445１日当たり農業所得農業総収入

１．露地栽培

3,033

品目・栽培型及び規模

きゅうり夏秋 20

きゅうり夏秋 2

180

20

経営・技術の特徴

建

物

・

施

設

農

機

具

トラクター

動力噴霧機

トラック

管理機

品目
家族

労働力
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３．技術体系　（きゅうり夏秋）

（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

（２次育苗）

育苗準備
鉢上げ準備 5月上 トラック 2 4 8

育苗用ハウス

育苗ポット

育苗床土

コンテナ

育苗ハウスは防虫対策をと

る。

鉢上げ 5月上 トラック 2 5 10 接ぎ木セル苗

かん水 1 8 8

温度管理 1 2 2
寒冷紗を張り雨よけとアブラム

シの侵入を防止。

病害虫

防除
薬剤散布

5月上

～6月上
動力噴霧機 1 1 1 県病害虫防除基準による

(本ぽ)

耕うん

整地

耕起整地 5月中 トラクタ 1 4 4
堆肥　　　   2t

石灰質資材 140kg

リン酸質資材40kg

台風時期に当たるので、風当た

りの少ないほ場を選ぶ。防風

ネットを設置する

深耕及び有機質の施用

土壌消毒 5月中 2 3 6 県病害虫防除基準による

施肥

基肥施用

追肥施用

5月下

6月下

 ～8月中

トラック

管理機
1 4 4

Ｎ         30kg

Ｐ２Ｏ５     20kg

Ｋ２Ｏ      20kg

Ｎの分施割合

　基肥60%　追肥40%

追肥は肥料切れしないように行

う。

作業の

種類

栽培技術 作業体系

管理

5月上

～6月上
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（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

うね立て 2 3 6

配管 2 3 6

マルチ 2 4 8

定植 6月上 トラック 2 6 12

栽植密度(2条)

  うね幅2.5m×株間80cm

　10a当たり　1,000株

育苗期間20～25日

本葉3～4枚の若苗を定植する

2 8 16 ｱｰﾁ型支柱   350本

2 37 74 誘引ﾈｯﾄ    1,000m

かん水
6月上

～8月下

かん水施設
1 8 8

少量多回数でかん水し、急激な

土壌水分の変化を避ける。

病害虫防除 薬剤散布
6月上

～8月下

動力噴霧機
2 7 14 県病害虫防除基準による

収穫出荷
6月下

～8月下
トラック 2 165 330

Ｍ級中心に若どりする

取扱は丁寧に行う

後かたづけ 8月下 トラック 2 8 16

計 533

作業の

種類

栽培技術 作業体系

整枝・誘引
支柱立て

誘引

5月下

～7月下
トラック

主枝は25節、子づるは5節まで

除去、以降は2葉、孫づるは1葉

で摘心する。

定植準備 5月下 管理機
白黒ダブルマルチ

かん水チューブ
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４
．
品
目
の
作
付
体
系
（
○
：
は
種
、
△
：
定
植
、
□
：
収
穫
）

５
．
作
業
別
・
旬
別
労
働
時
間
（
1
0
ａ
当
た
り
時
間
）

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

育
苗
管
理

2
0

3
3

3
2
9

定
植
準
備

1
0
2
0

3
0

定
植

1
2

1
2

整
枝
・
誘
引

1
6

4
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

9
0

肥
培
管
理

1
1

2
2

2
1

2
1

1
2

病
害
虫
防
除

1
1

2
2

2
2

2
2

1
4

収
穫
出
荷

5
4
0
6
0
8
0
7
0
5
5
2
0

3
3
0

後
か
た
づ
け

1
6

1
6

計
2
0
1
3
3
9
2
1
1
2
1
9
5
4
7
4
9
3
8
4
6
8
3
6

月
計

６
．
総
労
働
時
間

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

総
労
働
時
間

4
0
2
6
7
8
4
2
2
4
3
8
1
0
8
1
4
8
1
8
6
1
6
8
1
3
6
7
2

1
0
6
6

う
ち
家
族
労
働

4
0
2
6
7
8
4
2
2
4
3
8
1
0
3
1
4
3
1
8
0
1
6
8
1
3
6
7
2

1
0
5
0

う
ち
雇
用
労
働

5
5

6
1
6

う
ち
雇
用
労
働
計

1
6

1
0
aあ
た
り
雇
用
労
働

8

7
8

9

き
ゅ
う
り
（
夏
秋
）

1
0

1
1

1
2

品
目
（
作
型
）

1
2

3
4

5
6

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

1
2

3
8

9

2
2
1

1
0

1
1

4
5

6
7

1
8
8

7
2

5
2

1
2

計 5
3
3

1
2

3
4

5
6

7 1
6 8

計
9

1
0

1
1

1
2

8
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